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1. 見積書作成の便利な機能 

 

＜作成済の見積書・請求書・注文書でインボイス登録番号を出したい場合＞ 

システム設定に登録番号を登録することで、新規帳票は［インボイス方式：ON］になりますが、過去作成した帳票

は各帳票にてインボイス方式を ON にしていただく必要があります。  

 

①各帳票作成画面にて、［インボイス方式：ON］に切り替えをお願いします。 

 

※過去作成分に関しては、各帳票作成画面にて個別の設定が必要です。  

※システム設定に登録後は、新規作成時に自動でインボイス方式が ON になります。 

 

＜登録済の見積用データ（材料マスタ）から取り込みたい場合＞ 

(1) [内訳取込]ボタンをクリックし、内訳取込画面が表示されたら、[フィルター]ボタンをクリックし、大項目・中項目・

小項目などで絞り込み条件を指定し、[OK]ボタンをクリックします 

 

(2) 見積に取り込みたいものをチェックし、[選択して閉じる]をクリックします 
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＜仕入価格を参考に利益を確保したい場合＞ 

(1) [原価単価]に仕入価格を入力します 

(2) [上乗率]に確保したい利益をパーセンテージで入力します 

※上乗率一括ボタンで種別が「材料費」のものに対して一括で掛けることが可能です 

(3) [単価]が 原価÷(1－上乗率) で計算されこの単価で出せば粗利を上乗率分確保可能となります 

 

 

＜カタログ価格から値引きしたい場合＞ 

(1) [標準単価]にカタログ価格を入力します 

(2) [割引率]に割引率を入力します 

※割引率一括ボタンで種別が「材料費」のものに対して一括で掛けることが可能です 

(3) [単価]が 標準価格×(1－割引率) で計算されます 

 

 

＜税率を変更したい、またはリサイクルシール等課税したくない項目がある場合＞ 

税率を変更する場合は[課税]項目で税率を変更可能です 

課税したくない場合は「0」を選択します 
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＜見積書の項目 No を表示せず注記を入れたい場合＞ 

[種別]で[注釈行]を選択することで、No.を表示せず注記を入れることが可能です 

 

 

 

 

＜雑材消耗品費等を自動計算したい場合＞ 

(1) [各種費用]ボタンをクリックします 

 

(2) [現場経費タブ]をクリックし、名称に経費の項目名（雑材消耗品費等）を入力し、■現場経費計算で掛け

たい費用にチェックして、掛率を入力し、[適用]ボタンをクリックします 

経費入力が終わったら[閉じる]ボタンをクリックします 

 

  

名称：「雑材消耗品費」等項目名 

材料費：見積書の種別が「材料費」の合計 

労務費：見積書の種別が「労務費」の合計 

現場経費：見積書の種別が「現場経費」の合計 

機械経費：見積書の種別が「機械経費」の合計 
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＜見積書の内訳合計に 10%を掛ける等諸経費を自動計算したい場合＞ 

(1) [各種費用]ボタンをクリックします 

 

(2) [現場管理費タブ]をクリックし、名称に経費の項目名（諸経費等）を入力し、掛率を入力し、[適用]ボタンを

クリックします 

諸経費入力が終わったら[閉じる]ボタンをクリックします 

 

 

＜値引きを自動計算したい場合＞ 

(1) [各種費用]ボタンをクリックします 

 

(2) [Net 金額タブ]をクリックし、名称に経費の項目名（値引き等）を入力し、設定金額にいくらにしたいかを入

力し、[適用]ボタンをクリックします 

値引き入力が終わったら[閉じる]ボタンをクリックします 

 

 

◇反映箇所を『内訳合計』にした場合 

◇反映箇所を『合計』にした場合 
設定金額は値引き金額ではなく、いくらにしたいか値引き

後の金額を入力する 

税別金額をきれいにしたい場合は[内訳合計]にチェック 

税込金額をきれいにしたい場合は[合計]にチェック 
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＜法定福利費を自動計算したい場合＞ 

(1) [各種費用]ボタンをクリックします 

 

(2) [法定福利費タブ]をクリックし、内訳明示計上または一括計上を選択し、各項目の掛率を入力後 

[適用]ボタンをクリックします 

入力が終わったら[閉じる]ボタンをクリックします 

 

 

＜選択した項目に 10%を掛ける等費用を自動計算したい場合＞ 

(1) リスト内で右クリックし複数選択モードで該当行を選択後、[各種費用]ボタンをクリックします 

 

(2) [その他タブ]をクリックし、名称に任意の項目名を入力、掛率・端数処理を設定後[適用]ボタンをクリックします 

設定が終わったら[閉じる]ボタンをクリックします 

  

 

◇内訳明示計上を選択した場合 

◇一括計上を選択した場合 
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＜手入力した項目を見積用データ（内訳取込）に登録したい場合＞ 

(1) 登録したい項目を選択した状態で、[DB]ボタンをクリックします 

 

(2) 見積新規登録/詳細が表示されます。項目名に選択した内容が入力されていることを確認し、必要に応じて

各項目に追記後[OK]ボタンをクリックします 

登録した内容は[保守]の[見積用データ]で確認できます 
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＜工事項目の下に明細項目を入力したい場合＞※4 階層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) [名称]に工事項目を入力し、入力行を選択後[下位へ]ボタンをクリックして明細画面に移動します 
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(2)見積書（明細）画面で明細を入力します 

 

(3) [名称]に材料名・[内容]に型番、[数量]、[単位]、[単価]など入力し見積を仕上げたら [上位へ]ボタンをク

リックして内訳画面に移動します 

 

(4) 明細の合計が内訳画面に入ります 

 

 

 


